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２ 古文書記録より整理した堆積深 

地点No.
現在の市

町村
字（旧村名） 降砂量

（換算値
下限）

（換算値
上限）

被害状況など詳細
文献
№.

引用箇所 原史料

1 小山町 須走村 一丈 300

「高札場砂にて埋まり、札覆の屋根ばかり少し
見ゆる。」
「浅間御社鳥居半分過は砂にて埋まり随身門
屋根ばかり少し見え、幣殿まで埋るといえども
潰れず、名主甚太夫土蔵三つまで焼ける。」 79

近世小田原もの
がたり

富士山噴火し小田原領
内砂降る被害見分の
次第

1 小山町 須走村 一丈 300

小山町以外の駿河国内では、御殿場村より
南は三－四尺、三島あたりは降らず、竹之下
村（小山町）より北東の村々は四－五尺ほど
になった。 66

南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録
帳）

1 小山町 須走村
九尺より一
丈二尺 270 360 113 下鶴大輔

2 小山町 生土村 五尺六寸 168 117 大角留吉

2 小山町 生土村 三尺五寸 105 27 御殿場市史 (御殿場市史4p.87-96）
3 小山町 桑木村 二尺 60 113 下鶴大輔
4 小山町 菅沼村上 三尺四,五寸 102 105 113 下鶴大輔

5 小山町 菅沼村下 三尺六寸 108 113 下鶴大輔
6 小山町 藤曲村 三尺六寸 108 113 下鶴大輔
6 小山町 藤曲村 五尺 150 24 開成町史　通史

7 小山町 湯船村 三尺六寸 108 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

8 小山町 小山村 三尺六寸 108 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

8 小山町 小山村 五尺 150 24
開成町史　通史
編

9 小山町 所領村 三尺五寸 105 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
9 小山町 所領村 四尺六寸 138 113 下鶴大輔
9 小山町 所領村 四尺五寸 135 86 金井島村の研究

10 小山町 吉久保村 四尺五寸 135 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

10 小山町 吉久保村 三尺四寸 102 113 下鶴大輔
(御殿場市史(4)p.87-
96)

11 小山町 竹之下村 二尺五寸 75 113 下鶴大輔

11 小山町 竹之下村 五,六尺 150 180 小屋少々潰る。 79
近世小田原もの
がたり

12 小山町 下古城村
三尺から三
尺二寸 90 113 下鶴大輔

(御殿場市史(4)p.87-
96)

13 小山町 下小林村 三尺八寸 114 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
13 小山町 下小林村 五尺 150 86 金井島村の研究
14 小山町 用沢村 四尺五寸 135 24 開成町史　通史
14 小山町 用沢村 四尺四寸 132 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

15 小山町 棚頭村 四尺四寸 132 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

15 小山町 棚頭村 四尺七寸 141 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
16 小山町 阿多野新田 三尺九寸 119 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

16 小山町 阿多野新田 三尺六寸 108 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

17 小山町 上野新田
四尺一寸か
ら四尺三寸 123 129 113 下鶴大輔

(御殿場市史(4)p.87-
96)

18 小山町 上野村
四尺から四
尺三寸 120 129 113 下鶴大輔

(御殿場市史(4)p.87-
96)

18 小山町 上野村 四尺三寸 129 50 秦野市史
19 小山町 大胡田村 三尺二寸 96 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

20 小山町 柳島村 三尺六寸 108 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

20 小山町 柳島村 三尺五寸 105 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
21 小山町 中島村 三尺六寸 108 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
21 小山町 中島村 五尺六寸 168 24 開成町史　通史
22 小山町 新柴村 二尺四寸 72 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
23 小山町 大御神村 五尺五寸 165 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
23 小山町 大御神村 五尺 150 50 秦野市史
24 小山町 上古城村 三尺五寸 165 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
25 小山町 生土村 五尺六寸 168 24 開成町史　通史  
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26 小山町 芝怒田村 六,七尺 180 210 潰れ家十一軒あり。 79
近世小田原もの
がたり

27 小山町 中日向村 四尺五寸 135 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

28 小山町 菅沼村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

29 御殿場市 深沢村 一尺九寸 57 27 御殿場市史３
宝永四年砂降り被害田
畑書き上げ

30 御殿場市 深沢村 二尺五,六寸 75 78 軒際は三,四寸溜まる。 79
近世小田原もの
がたり

31 御殿場市 東田中村 二尺 60 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

31 御殿場市 東田中村 二尺五,六寸 75 78 79
近世小田原もの
がたり

32 御殿場市 川島田村 一尺八寸 54 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

32 御殿場市 川島田村 六,七寸許り 18 21 79
近世小田原もの
がたり

33 御殿場市 茱萸沢村 二尺 60 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

34 御殿場市 増田村 三尺一寸 93 27 御殿場市史

宝永六年砂除け及び
川ざらい見積り（御殿
場市史３）

35 御殿場市 山尾田村 三尺五寸 105 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

35 御殿場市 山尾田村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

36 御殿場市 清後村 三尺一寸 93 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

36 御殿場市 清後村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

37 御殿場市 川柳新田 三尺五寸 105 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

37 御殿場市 川柳新田 四,五寸 12 15 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

38 御殿場市 六日市場村 三尺五寸 105 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

38 御殿場市 六日市場村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

39 御殿場市 中畑村 四尺五寸 135 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

39 御殿場市 中畑村 七尺 210 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」(下鶴による)

40 御殿場市 上小林村 四尺 120 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
40 御殿場市 上小林村 五尺 150 24 開成町史　通史
41 御殿場市 塚原村 三尺五寸 105 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
41 御殿場市 塚原村 六寸 18 117 大角留吉
42 御殿場市 仁杉村 四尺五寸 135 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
42 御殿場市 仁杉村 七尺 210 24 開成町史　通史

42 御殿場市 仁杉村 七尺 210

百姓家軒まで降積り、家の内へ砂押込み、家
二,三軒潰れる。
前川という川は、砂四,五尺も埋まり、水少しづ
つ流れる。 79

近世小田原もの
がたり

43 御殿場市 芝怒田村 六尺から七 180 210 113 下鶴大輔
43 御殿場市 芝怒田村 七尺 210 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
44 御殿場市 山の尻村 三尺一寸 93 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
44 御殿場市 山の尻村 五尺 150 50 秦野市史
45 御殿場市 水土野新田 四尺五寸 135 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

45 御殿場市 水土野新田 七尺 210
「百姓家屋根ばかり少し見る。ただし小家共ゆ
へ砂にて埋る」 50

秦野市史　通史3
近世

46 御殿場市 神山村 二寸 6 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
47 御殿場市 沼田村 六寸 18 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

47 御殿場市 沼田村 四寸 12 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

48 御殿場市 駒門新田 三寸 9 113 下鶴大輔
49 御殿場市 駒門村 五寸 15 113 下鶴大輔
49 御殿場市 駒門村 三寸 9 24 開成町史　通史
50 御殿場市 中清水村 五寸 15 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
50 御殿場市 中清水村 三寸 9 113 下鶴大輔
51 御殿場市 中山村 三寸 9 113 下鶴大輔

51 御殿場市 中山村 三寸 9 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」  
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52 御殿場市 二子村 六寸 18 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

52 御殿場市 二子村 三寸 9 79
近世小田原もの
がたり

52 御殿場市 二子村 四寸 12 24 開成町史　通史
53 御殿場市 大坂村 五寸 15 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

53 御殿場市 大坂村 二寸許り 6 79
近世小田原もの
がたり

54 御殿場市 板妻村 九寸 27 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
54 御殿場市 板妻村 四,五寸 12 15 24 開成町史　通史
55 御殿場市 杉名沢村 一尺 30 113 下鶴大輔

55 御殿場市 杉名沢村 二尺 60 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

56 御殿場市 大堰村 三尺一寸 93 27 御殿場市史 宝永五年砂退け見積り

56 御殿場市 大堰村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

57 御殿場市 萩原村 六,七寸 18 21 79
近世小田原もの
がたり

58 御殿場市 小倉野新田 二尺五寸 75 113 下鶴大輔
59 御殿場市 二枚橋村 二尺 60 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
60 御殿場市 西田中村 二尺五寸 75 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
60 御殿場市 西田中村 二尺 60 24 開成町史　通史
61 御殿場市 新橋村 一尺五寸 45 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

61 御殿場市 新橋村
一尺八,九寸
許り 54 57 79

近世小田原もの
がたり

62 御殿場市 中丸村 三尺二寸 96 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

62 御殿場市 中丸村 五尺 150 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

63 御殿場市 北久原村 三尺 90
北久原村は「家々軒際まで砂溜り」、黄瀬川
の水は「砂にて埋り水なし」 50

秦野市史　通史3
近世

64 御殿場市 竃新田 一尺 30 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

64 御殿場市 竃新田 六,七寸許り 18 21 79
近世小田原もの
がたり

65 御殿場市 萩無村 六寸 18 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

65 御殿場市 萩蕪村 四,五寸 12 15 79
近世小田原もの
がたり

66 御殿場市 神場村 三,四寸 9 113 下鶴大輔
66 御殿場市 神場村 六寸 18 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

66 御殿場市 神場村 三,四寸 9 12 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

67 御殿場市 印野村 二尺 60 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
67 御殿場市 印野村 五,六寸 15 18 24 開成町史　通史
68 御殿場市 程沢新田 一尺五寸 45 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
69 御殿場市 永塚村 二尺 60 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

69 御殿場市 永塚村 三,四寸 9 12 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

70 御殿場市 東山新田 二尺五寸 75 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

70 御殿場市 東山新田 二尺五,六寸 75 78 79
近世小田原もの
がたり

71 御殿場市 古沢村 三尺六寸 108 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
72 御殿場市 御殿場村 二尺 60 50 秦野市史
73 裾野市 佐野村 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

73 裾野市 佐野村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

74 裾野市 石脇村 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

74 裾野市 石脇村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

75 裾野市 水窪村 二寸 6 113 下鶴大輔
76 裾野市 二ツ家新田 二寸 6 113 下鶴大輔

77 裾野市 麦塚村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

77 裾野市 麦塚村 二寸 6 113 下鶴大輔
78 裾野市 平松新田 二寸 6 113 下鶴大輔
79 裾野市 稲荷新田 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
80 裾野市 茶畑村 二寸 6 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

80 裾野市 茶畑村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

81 裾野市 岩波村 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

81 裾野市 岩波村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり  
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82 裾野市 伊豆島田村 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-

82 裾野市 伊豆島田村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

83 裾野市 公文名村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

83 裾野市 公文名村 二寸 6 113 下鶴大輔

84 裾野市 今里村 砂少し 0+ 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

84 裾野市 今里村 二寸 6 113 下鶴大輔 (御殿場市史(4)p.87-
85 裾野市 下和田村 二寸 6 113 下鶴大輔

85 裾野市 下和田村 砂少し 0+ 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

86 裾野市 須山村 二寸 6 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-
86 裾野市 須山村 砂降らず 0 113 下鶴大輔

86 裾野市 須山村 砂少し 0+ 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

87 裾野市 神山村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

88 裾野市 十里木村 砂降らず 0 27
御殿場市史８
p.254

小山町小山・室伏覚家
文書｢正徳五年駿州駿
東郡村々開発高亥積
砂寸尺覚」

89 長泉町 竹原村 二寸 6 113 下鶴大輔
90 長泉町 上土狩村 二寸 6 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

90 長泉町 上土狩村 砂少し 0+ 79
近世小田原もの
がたり

91 長泉町 下土狩村 二寸 6 27 御殿場市史 (御殿場市史(4)p.87-

91 長泉町 下土狩村 砂少し 0+ 麦作構なし 79
近世小田原もの
がたり

92 南足柄市 千津島村 一尺九寸 57 村の総反別に対する砂置き場の面積は50％ 66
南足柄市史6　通
史編

藩への報告書の控えと
して明治大学刑事博物
館蔵、瀬戸家資料(下
鶴による)

93 南足柄市 矢倉沢村 一尺六寸 48 113 下鶴大輔 矢倉沢村砂御見分帳

93 南足柄市 矢倉沢村
三、四寸から
一尺五寸ほ 9 45

矢倉沢村から小田原あたりまでの箱根山麓
の村々がこの値 66

南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録

93 南足柄市 矢倉沢村 一尺六寸 48 村の総反別に対する砂置き場の面積は42％ 66
南足柄市史6　通
史編 矢倉沢の田代克巳蔵

93 南足柄市 矢倉沢村 三尺 90 24 開成町史　通史
93 南足柄市 矢倉沢村 二尺三寸 69 117 大角留吉

93 南足柄市 矢倉沢村 三尺 60 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

94 南足柄市 中沼村
一尺五寸～
二尺 45 60 113 下鶴大輔

中沼村名主 杉本田造
日記

95 南足柄市 大雄村 一尺二,三寸 36 39 113 下鶴大輔

96 南足柄市 弘西寺村 一尺三寸 39 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

96 南足柄市 弘西寺村 一尺六,七寸 48 51 24 開成町史　通史

97 南足柄市 福泉村 一尺三寸 39 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

97 南足柄市 福泉村 一尺三寸 39 79
近世小田原もの
がたり

98 南足柄市 雨坪村 一尺三寸 39 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

99 南足柄市 関本村 二尺三寸 69 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

99 南足柄市 関本村 一尺二寸 36 村の総反別に対する砂置き場の面積は54％ 66
南足柄市史6　通
史編

藩への報告書の控えと
して南足柄市史資料編
３　69にあるもの

100 南足柄市 塚原村 五,六寸 15 18 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

100 南足柄市 塚原村
五,六寸、麦
見ゆ 15 18 麦作見ゆる。 79

近世小田原もの
がたり

101 南足柄市 沼田村 二尺三寸 69 3
神奈川県史　通
史編3　近世(2)

101 南足柄市 沼田村 二尺三寸 69 79
近世小田原もの
がたり

102 南足柄市 狩野一色村 一尺六,七寸 51 54 79
近世小田原もの
がたり

103 南足柄市 狩野村 一尺七寸 54 117 大角留吉
104 南足柄市 岩原村 二尺三寸 69 24 開成町史　通史

105 南足柄市 猿山村
一尺五寸よ
り二尺 45 60 66

南足柄市史6　通
史編

大地震以来砂降大変
覚書（幕末期猿山村名
主記録帳写し）

106 南足柄市 壗下村 一尺六寸 48
村の総反別に対する砂置き場の面積は40％
にのぼる 66

南足柄市史6　通
史編

藩への報告書の控えと
して南足柄市史資料編
２　89にあるもの  
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107 秦野市 曽屋村 一尺四,五寸 45
「田畑野山一面砂場となり、麦作一切なく、百
姓飢えて、到底自力におよばない」 50

秦野市史　通史3
近世

「宝永四年十二月 乍
恐以書付奉願候」（中
村家文書）(下鶴による)

108 秦野市 菖蒲村 一尺三,四寸 39 42 113 下鶴大輔
菖蒲村他三ケ村砂地
開発願

109 秦野市 八沢村 一尺三,四寸 39 42 113 下鶴大輔
110 秦野市 柳川村 一尺三,四寸 39 42 113 下鶴大輔

111 秦野市 三廻部 一尺三,四寸 39 42 113 下鶴大輔

112 厚木市 上落合村 六,七寸 18 21 10

厚木市史　近世
資料編(2)　村落
1

宝永五年閏正月　富士
山噴火砂降り見分につ
き村方書上帳(下鶴に
よる)

113 厚木市 温水村 七寸 21 24 開成町史　通史
114 伊勢原市 西富岡村 一尺二寸 36 24 開成町史　通史
115 小田原市 曽我谷津村 五,六寸 15 18 24 開成町史　通史
116 小田原市 永塚村 五,六寸 15 18 24 開成町史　通史
117 小田原市 小田原宿 灰、砂少量 0+ 24 開成町史　通史

118 小田原市 小竹より上
八,九寸より
一尺 24 30 24

開成町史　通史
編

119 小田原市 小竹より下
五寸より四
尺 15 120 24

開成町史　通史
編

120 小田原市 曾比村 一尺から二 30 60 24 開成町史　通史
121 大井町 五,六寸 15 18 113 下鶴大輔

122 大井町 金子村

四，五寸から
七，八寸ほ
ど 12 24

金子村から金手村（大井町）から曽我村（小田
原市）までがこの値。東海道筋の村々では
二，三寸積り、江戸では火山灰と砂をあわせ
て一寸積もった。 66

南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録
帳）

123 大井町 篠窪村 一尺五,六寸 45 48 24
開成町史　通史
編

砂降り地開発につき
宝永六年五月(下鶴に

124 二宮町 中里村 一尺三,四寸 39 42 46
二宮町史　通史
編

乍恐書付以奉願上候
御事

125 山北町 皆瀬川
二尺五寸か
ら三尺 75 90 113 下鶴大輔

宝永四年 十二月 富士
山噴火による被害状況
書上方申渡覚 覚

126 山北町 湯触村
二尺九寸～
三尺 87 90 113 下鶴大輔

宝永四年十二月湯触
村富士焼石砂降り見分

127 山北町 都夫良野村
二尺八寸～
三尺 84 90 113 下鶴大輔

128 山北町 神縄村 四,五寸 12 15 神縄村から世附村、中川村、玄倉村がこの値 66
南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録

128 山北町 神縄村 一尺六寸 48 113 下鶴大輔
128 山北町 神縄村 三尺 90 113 下鶴大輔

129 山北町 山市場村 二，三尺 60 90
山市場村から川村岸までがこの値（寸の間違
いでは？他のデータとの照合必要） 66

南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録

129 山北町 山市場村
二尺五寸か
ら三尺 75 90 113 下鶴大輔

130 山北町 川西村 三尺 90 113 下鶴大輔
130 山北町 川西村 三尺二寸 96 113 下鶴大輔

131 山北町 川村山北 二尺五寸位 75

西風にて川村山北通り降り、道によりては両
脇にこぼれ砂少々の場所もこれあり。
当村中を相流れ通り候皆瀬川水源の儀は、
四里奥より流れ出で、両側に小沢数多く御座
候て、両側は高山にて大雨の節は砂押し流
れ出で、川敷おびただしく高く相成り、高さ一
丈二尺位堤切れ込み、村中湖水の如く相成り
申し候。 79

近世小田原もの
がたり

二階堂家伝来旧記書
（般若院文書）

131 山北町 川村山北
一尺九寸か
ら二尺一寸 57 63 113 下鶴大輔

132 山北町 山北岸村
一尺九寸か
ら二尺一寸 57 63 113 下鶴大輔

133 山北町 川村向原
一尺九寸か
ら二尺一寸 57 63 113 下鶴大輔

133 山北町 山北向原
一尺九寸か
ら二尺一寸 57 63 113 下鶴大輔

134 山北町 世附村
三,四尺より
二尺七,八寸 81 120 世附村から中川村方面の値 50

秦野市史　通史3
近世

宝永四年丁亥年降砂
ニ付小田原江

135 松田町 菅沼村 一尺五寸 45 113 下鶴大輔
此度富士山焼候ニ付
石砂降見分帳

136 松田町 松田惣領村 二尺 60 24
開成町史　通史
編

137 松田町 松田村 二尺位 60 79
近世小田原もの
がたり

二階堂家伝来旧記書
（般若院文書）

137
松田町、秦
野市の一 松田村

二尺四，五
寸ほど 42 45

松田村から東山家。これから秦野・大山・中郡
にかけては段々浅くなる。 66

南足柄市史6　通
史編

先年大口大破旧記之
写（壗下村名主記録

138 開成町 金井島村 二尺 60 24 開成町史　通史
139 開成町 吉田島村 一尺二,三寸 36 39 24 開成町史　通史  
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140 戸塚区 新橋村 七寸 21

23日の朝8時頃から鳴動がして戸障子などが
ガタガタと鳴り、そのうちに火打石ほどの大き
さの色白の転岩が降った。西東より雲が広
がっては稲光りのように光り、連日荒砂、小砂
が降り続いて7寸ほど積り、毎日家の中にい
なければならなかった。 56

藤沢市史　第五
巻　通史編

140 戸塚区 新橋村 七寸 21 40 戸塚区史

正徳四年六月観音寺
当寺記(新橋町観音寺
文書）

141 戸塚区 下倉田村 - -
柏尾川が降灰で埋まり、以後水行が悪くなっ
た。 40 戸塚区史

下倉田村明細帳(吉原
文書）

142 港南区 関村
六寸から一
尺八寸 18 54 113 下鶴大輔

143 港南区 日野村 六,七寸 18 21 113 下鶴大輔 宝永砂降一件文書

144 港南区 勝田村 113 下鶴大輔
都築郡勝田村池浚御
覚請願書

145 港南区 最戸村 3
神奈川県史
三,p.211,96

宝永五年 閏一月 武州
本牧領最戸村砂降見
分諸事書上

146 中区
久良岐郡根
岸村

七,八寸より
一,二尺 21 60 3

神奈川県史　通
史編3　近世(2)

146 中区 根岸村 七,八寸 21 24 40 戸塚区史

147 横浜市
久良岐郡宮
下村 六,七寸 18 21

｢二十三日の昼四つ時分(午前10時)より西の
方から黒雲が出て、四方闇になり以の外震動
して岩砂降り、その後黒砂、七つ時(午後4時)
より十二月八日までに深さ六,七寸ほど降積
り、小水の魚皆死す。」 69 横浜市史　第1巻

147 横浜市 市内 七,八寸 21 24 24 開成町史　通史

147 横浜市内
永田村？最
戸村？ 七,八寸 23 26 4

神奈川県の歴史
（県史シリーズ

147 横浜市

七,八寸（所
によっては
一,二尺） 21 60

午前10時頃から午後4時頃まで震動、雷鳴が
し、夜のように暗くなってはじめは一寸四,五分
から三,四分（4.5-4cm）ほどの色白の岩石が
降ってきたが、四時過ぎ頃からねずみ色の小
砂が降ってきた。それが7日間降り続いてその
後は4時間から6時間ぐらいづつ断続的に降っ
ては雪のように積もった。 56

藤沢市史　第五
巻　通史編

148 葉山町 木古庭村 一尺 30 113 下鶴大輔

149 葉山町 桜山村 二,三寸 3 9

「駿州富士山ノ火石モエ上ガルこと数百丈其
砂武州相州ヘ積ル、宝永四年十一月廿三日
昼ニ石降リ夜ヨリ砂降。十二月八日迄降積リ
田畑二,三寸余、麦作荒、田方砂除普請仕候」 31

逗子市史　通史
編　古代・中世・
近世・近現代編 桜山石渡家文書

149 葉山町 桜山村 三寸 9 113 下鶴大輔
150 逗子市 堀内村 八寸 24 113 下鶴大輔

151 平塚市 北金目村 七,八寸 21 24 24
開成町史　通史
編

宝永五年 閏一月 砂降
り後北金目村柄書上
覚(下鶴による）

152 平塚市 南原村 一尺 30 113 下鶴大輔 用水堀埋候

153 藤沢市
高座郡羽鳥
村

八,九寸より
一尺 24 30 3

神奈川県史　通
史編3　近世(2)

153 藤沢市 羽鳥村
六,七寸，八,
九寸 18 27 113 下鶴大輔

宝永四年 十二月 富士
山噴火による羽鳥村砂
降状況書上 羽鳥村岩
砂埋書上覚 下書

153 藤沢市 羽鳥村
七,八寸から
一尺 21 30

大庭村（藤沢市）の用水路や悪水路はすべて
埋まった。 4

神奈川県の歴史
（県史シリーズ

153 藤沢市 羽鳥村
八,九寸より
一尺 24 30 56

藤沢市史　第五
巻　通史編

岩砂埋書上覚（羽鳥村
から領主への報告文

154 鎌倉市 中和田村
八,九寸より
二尺 24 60 24

開成町史　通史
編

155 文京区 護国寺 二分～三分 113 下鶴大輔
156 名古屋 六分～七分 113 下鶴大輔

157 町田市 野津田 降灰あり - - 降灰量は不明だが降灰の記録あり。 30
城山町史　６　通
史編近世  
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158 箱根町 箱根関所 - -

朝初雪、夜に入り黒き砂降り、申の刻（午後4
時）富士山焼け、黒煙御番所より見える。火の
手も見える。二十四日暮れ六つ半（午後7
時）、九つごろ（午前0時）強き地震あり、夜ま
で間断なく震動、暁夜七つ時（午前4時）震動
それより止む。 50

秦野市史　通史3
近世 箱根関所日記書抜

159 城山町 一寸四,五分 4 5
上下川尻村、高座郡、武蔵国多摩郡など十
八ヵ村連名の被害報告の値 30

城山町史　６　通
史編近世

160
千葉県君
津市 大井 - - -

「十一月二十三日九つ時岩石ふり、又さる石
より動きも、くれ六つにやみ、又それより、くろ
すな二十四日の夜の九つ時分までふり、其の
内かみなり、震動も、同二十六日迄致候、又
其内地震も入候」 26

君津市史　史料
集Ⅱ　近世Ⅱ

161 東京都 江戸 白・黒灰 - - 24 開成町史　通史

秦野市
大住郡曽屋
村一帯 - -

「石砂一尺四、五寸降積り、田畑野山一面砂
場となり、麦作一切なく、百姓飢えて、到底自
力に及ばない」 3

神奈川県史　通
史編3　近世(2) 横野区有文書

厚木市
愛甲郡恩名
村 - - -

田の反別51町6反4畝あまりの内、11町7反7
畝が「砂置場潰地」となってしまい、耕作が不
可能となった。 3

神奈川県史　通
史編3　近世(2)

大和市 福田村

市域西部の上・下草柳村と福田村を還流する
引地川は、水源に近い上流において自浄力を
失い､砂水の溜まりとなり、流域水田に干害を
もたらし、雨が降れば泥流となって砂を埋め
た。 67

大和市史　2通史
編近世

清川村 宮が瀬村 - - -
山間地域であるが、反別四十九町六反余が
砂埋まり。 4

神奈川県の歴史
（県史シリーズ

小田原市 成田村 - - -

宝永四年十一月二十三日の朝七つ半時（午
前5時）地震、同四つ時分（午前10時）まで地
震三度、四つ半時（午前11時）より富士山数
度鳴り、・・・いかづち鳴り渡り、村西方より岩
小石ふり積り、そのうち昼八つ半時分（午後3
時）まで降り積もる。田畑共一重降り積り申
候。 50

秦野市史　通史2
近世

「御用留」小田原市　村
山家文書

小田原市 成田村 - - -

（つづき）この節富士山焼き出る。空かきくも
り、いかづち鳴り渡り、富士山焼き出る。日天
の光もなく、霧降り申すよう、世間暗み、同二
十四日の夜九つ時（午前0時）より砂降り、同
二十五日の夜四つ半時（午後11時）まで降り
申し候。 50

秦野市史　通史3
近世

「御用留」小田原市　村
山家文書

山北町 皆瀬川 - -

皆瀬川では「大雨の節は、砂押流出川敷おび
ただしく高く相成り、高さ1丈2尺位、堤切込村
中湖水のごとく相成」 3

神奈川県史　通
史編3　近世(2)

二階堂家伝来旧記書
（般若院文書）

神奈川県
全域 (全体) - - -

噴火の際降灰の害を受けた地域は､相州梅
沢辺りより保土ヶ谷町辺まで、横幅三,四里の
間が甚だしい。 69 横浜市史　第1巻 永田村服部文書  
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付図 宝永テフラの等層厚線図 
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３ 江戸期における酒匂川水系（相模国）水害年表・グラフ 

 
年号 水害の記録 主な出典 

正保２年 
(1645) 

７月18日 大水で今井村（小田原市）の堤が切れる 稲葉日記 

慶安４年 
(1651) 

６月19日 豪雨で酒匂川出水，川除け普請箇所が破損する，御厨（静岡県駿東郡）の
山崩れで生き埋め被害者あり 

『小田原市史』史料編近世Ⅰ№28

承応２年 
(1653) 

６月７日 大雨にて酒匂川洪水，栢山村・今井村（小田原市）で堤が決壊する 稲葉日記 

明暦元年 
(1655) 

９月２～３日 大風雨のため矢倉沢村（南足柄市）で洪水となる 『神奈川県史』資料編近世４№66 

万治３年 
(1660) 

８月20日 大水により岩流瀬の土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

寛文10年 
(1670) 

６月３日  大雨により大口土手が決壊する 『南足柄市史』３№93 

寛文11年 
(1671) 

８月27日  大雨により川村岸（山北町）の岩流瀬川除け堤が決壊する 『南足柄市史』３№93 

延宝元年 
(1673) 

８月９～10日 大風雨により小田原城下侍屋敷７軒・町家445軒・領内民家784軒が倒
壊し，河川の決壊や街道並木の吹き倒れが相つぐ 

『神奈川県史』資料編近世４№379
～381 

延宝４年 
(1676) 

８月12日  大風雨，倒壊家屋城下で13軒・領内村で289軒，川除け堤も数か所で決壊
する 

『神奈川県史』資料編近世４№385
～387 

貞享３年 
(1686) 

６月４日 洪水で十文字水門が大破する 『大井町史』資料編近世(2)№162 

元禄元年 
(1688) 

７月20日 大雨により岩流瀬・大口両土手が決壊する 

元禄８年 
(1695) 

７月15日  大雨により岩流瀬土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

元禄13年 
(1700) 

６月   大雨にて岩流瀬土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

宝永元年 
(1704) 

７月   洪水で岩流瀬と斑目村（南足柄市）の土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№47 

宝永２年 
(1705) 

６月30日  大雨により岩流瀬土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

宝永５年 
(1708) 

６月22日  大雨により大口・岩流瀬土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

宝永６年 
(1709) 

６月   大雨により大口土手が決壊する 『南足柄市史』３№93 

正徳元年 
(1711) 

７月29日  大雨により大口土手が決壊，酒匂川の流路が西にずれる 
  〃   川音川の和田堤が決壊，水下６か村が被害を受ける 

『神奈川県史』資料編近世５№259
『大井町史』資料編近世(2)№186 

正徳２年 
(1712) 

この年  洪水にて穴部新田が流失，住民は穴部村（小田原市）に仮住居する 
 〃    洪水にて小台村（小田原市）蓮乗寺が流失する 

「相模国風土記稿」 

享保11年 
(1726) 

７月   大水により吉田島村（開成町）と曽比村（小田原市）境の土手が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№259

享保13年 
(1728) 

８月18日 出水により金子村（大井町）の川音川堤が決壊する 

享保16年 
(1731) 

５月16日  大雨で酒匂川東通り金手村（大井町）～鬼柳村（小田原市）間の土手が決
壊する 

『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
218 

享保16年 
(1731) 

６月30日 大雨で酒匂川東通りが再び決壊する 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
218 

享保16年 
(1731) 

８月12日 大雨により酒匂川東通りで出水する 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
218 

享保16年 
(1731) 

８月27日  大風雨で酒匂川東通りで出水する 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
218 

享保17年 
(1732) 

６月５日  大雨により復旧ならない酒匂川が再び氾濫する 『大井町史』資料編近世(2)№7 

享保19年 
(1734) 

８月７日  大雨により夜中に岩流瀬・大口堤・下吉田島堤・川音堤・川東堤・今井村堤
が決壊する 

『神奈川県史』資料編近世５№259

寛延元年 
(1748) 

６月５日  洪水で川音川東堤町屋村分が決壊する 『大井町史』資料編近世(2)№186 

寛延３年 
(1750) 

４月13日  洪水にて川音川東堤・十文字堰が決壊し，酒匂川通り東６か村が被害を受
ける 

『大井町史』資料編近世(2)№186 

宝暦７年 
(1757) 

５月１～５日 大雨で酒匂川の大口堤が決壊する   『開成町史』資料編近世(1)№219 

宝暦８年 
(1758) 

８月13～14日 出水にて酒匂川・川音川の堤が決壊する 『大井町史』資料編近世(2)№189 

安永８年 
(1779) 

７月23日 洪水で根又堰が埋まり，斑目村（南足柄市）と金井島村（開成町）が藩役人
の見分を願い出る 

『南足柄市史』２№152，『開成町
史』資料編近世(1)№223 

天明６年 
(1786) 

７月18日  大雨で酒匂川東土手・今井村（小田原市）土手が決壊，大洪水となる 『小田原市史』史料編近世Ⅲ№58
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年号 水害の記録 主な出典 

寛政３年 
(1791) 

８月６日 大雨により酒匂川の岩流瀬・大口堤が決壊する 
『神奈川県史』資料編近世５№
206･259 

寛政５年 
(1793) 

７月２～３日 大雨により十文字堰の堤が決壊する 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
231 

寛政５年 
(1793) 

７月25～26日 大雨で川音川の普請箇所が流失する 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
231 

享和２年 
(1802) 

６月30日  大雨が続き洪水により岩流瀬・大口堤が決壊し，川東方面も流失する 
『神奈川県史』資料編近世５№
206･259 

文政６年 
(1823) 

６月19日  大雨により酒匂川が洪水となる 
『小田原市史』史料編近世Ⅰ№
247 

天保７年 
(1836) 

この年  洪水により酒匂川・川音川筋の堤が決壊，翌年公儀普請で修復される 『神奈川県史』資料編近世４№2 

安政２年 
(1855) 

６月４日  大雨により酒匂川・狩川で出水する 『御殿場市史』１№2-19 

安政４年 
(1857) 

閏５月18日 大風雨で大口文命堤が決壊，狩川も氾濫する 
『南足柄市史』２№162,『同』３№
105 

安政４年 
(1857) 

６月18日 皆瀬川村（山北町）が大雨の被害を受ける 
『山北町史』史料編近世№445･
455 

安政６年 
(1859) 

７月25日  大雨で酒匂川・狩川が洪水，塔之沢（箱根町）の橋向は出水で流失する 
『神奈川県史』資料編近世５№
112･242 

元治元年 
(1864) 

５月24日  大雨により酒匂川大口の二ノ堰代が決壊する 『神奈川県史』資料編近世５№248

 
 

 
付図  年代別酒匂川水系水害回数 


